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競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業／大規模水素サプライチェーンの構築に係る技術開発／
大型液化水素貯槽からの大量漏洩・拡散等のシミュレーション手法の開発及び設置基準の整備に向けた調査研究

１ 研究背景と目的

2 実施内容と主な成果

背景：50,000 m3規模の液化水素(LH2)貯槽の設置 世界初

課題： LH2の大規模漏洩を想定したデータが不足

目的：影響評価手法の確立と保安基準の整備見直し

大規模LH2漏洩実験及び着火実験によるデータ取得：

連絡先：（特別民間法人）高圧ガス保安協会 水素センター
h2@khk.or.jp

成果
漏洩拡散実験結果

液体水素の貯液と過渡期における蒸発速度を確認
液槽底及び側壁内面に液体又は固体空気生成を確認
実風況下での水素濃度を把握
今後：結果をシミュレーションに反映し、

実規模での影響評価を実施
着火実験結果

着火後に２回以上の爆発現象を観測
比較的マイルドな爆燃現象に引き続き、ファイアー
ボールを形成する大爆発が発生
今後：凝縮相爆発の対策検討

供試体
内寸2 m四方
液槽深さ0.5 m

送液管
・ LH2送液量：～1000 L/min
・高さ：底部表面から1 m

施設：JAXA南能代
実験施設・設備

輻射熱 爆風圧

爆発現象

底面中心部から離
れると、50Kから
80K程度で張りつき、
中心付近ではLH2温
度まで低下

液槽側壁内面の温度

表層付近では、70K-80K
Ls4（高さ150ｍｍ）から
比較的安定してLH2温度

(11/23 供給2回目：供給量約410 L/min)

底面表面の温度 (～供給開始から200 sまで)

1回目の爆発を観測

2回目(以降)の爆発を観測
1回目 2回目以降
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実規模モデルによる
大量漏洩の影響評価のための
シミュレーション手法を確立

保安基準整備


